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⽅法

調査対象
X⼤学の学⽣を対象とし質問紙調査を⾏った。回答者数84名(男性29名、⼥性55名)を分析の対象と
した。

調査内容
・SIRI ←タイプC傾向度を測る
・過剰適応尺度 ←過剰適応傾向度を測る
・特性不安尺度（SATI) ←不安の⾼さを測る
・Marlow-Crowne社会的望ましさ尺度 ←⾃分を社会的によく⾒せようとする傾向を測る

調査時期と⼿続き
2020年6⽉〜7⽉、上記の内容にフェイスシートを含む質問紙調査をグーグルフォームを⽤いてオ
ンライン上で実施した。調査に際しては、倫理的配慮に関する説明を⾏った。
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結果

・ SIRIと過剰適応尺度の相関
「反情緒」と「他者配慮」で弱い正の相関
→ 感情的にならない⼈は、他者に配慮する
「社会的同調」と「⾃⼰抑制」で弱い正の相関
→ ⼈との和を⼤切にする⼈は、⾃⼰を主張しない
「社会的同調」と「⾃⼰不全感」で中程度の正の相関
→ ⼈との和を⼤切にする⼈は、⾃分に⾃信がない
「社会的同調」と「期待に沿う努⼒」で中程度の正の相関
→ ⼈との和を⼤切にする⼈は、他者の要求に応えようとする

・抑圧の有無によるSIRIと過剰適応尺度の平均の⽐較
期待に沿う努⼒と他者配慮の因⼦において抑圧群が⾮抑圧群より⾼い
→ 抑圧群が他の⼈と⽐べて期待に沿う努⼒と他者配慮的な⾏動が強い
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・抑圧の有無による群ごとのコレスポンデンス分析

・タイプCの項⽬それぞれの⾏動についての変容可能性の違いを視覚的に検討するため、
全体、抑圧群、その他群ごとにコレスポンデンス分析を⾏った。
→ 抑圧群は⾮抑圧群に⽐べて感情に従って⾏動できるようになりたいと思っている
こと、常に論理的に正しい⾏動をとりたいと思っていることが確認された。また、変
える難しさについて、抑圧群は半分以上の項⽬について変えることが難しいと評価し
てしているが、⾮抑圧群では全ての項⽬について変えることは可能であると評価して
いた。
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まとめ
・タイプCと過剰適応

・タイプC⾏動の変容可能性
全体・⾮抑圧群 抑圧

変えたい

変えたくない

タイプC
・相⼿に配慮→反情緒
・⾃分に⾃信がない→社会に同調する

過剰適応
・⾃⼰抑制＜他者配慮が反情緒的傾向を⾼める
・⼈から良く思われたい欲求は過剰適応独⾃の因⼦

相⼿に⾃⼰主張でき
ず同調してしまうよ
うな⾏動

合理的に問題を解
決するような⾏動

相⼿に⾃⼰主張で
きず同調してしま
うような⾏動

合理的に問題を解決
するような⾏動

EasyEasy

Hard
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指導教員コメント

本研究で取り上げられた「タイプC」とは、がんの発症や進⾏とも関連
が⽰唆されている性格特性である。そのため、「タイプC」特性の変容可
能性を明らかにすることは、がんの予防にも寄与しうると考えられ、興味
深い。

稲⽥尚史


